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教科 理科 科目 物理基礎(進学) 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂 「物理基礎」 （東京書籍出版） 

副教材等 Let’s Try Note Vol.1、Let’s Try Note Vol.2 (東京書籍) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理基礎の内容だけでなく、物理の内容を盛り込むことでより深い知識理解を定着させる。実生活と

物理の関わりを理解させるとともに、物理学的に探求する能力と態度を育成する。 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、観察、実験などを行い物理学的に探求する能力と態度を

育成する。また、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関

連を図りながら物理現

象の関係に関心をも

ち、意欲的に探究しよ

うとするとともに、科

学的な見方や考え方を

身に付けている。 

物理現象の中に問題を

見いだし、探究する課

程を通して、事象を科

学的に考察し、導き出

した考えを適切に表現

している。 

物理現象に関する実験

などを行い、基本操作

を習得するとともに、

それらの過程や結果を

的確に記録、整理し、

物理現象を科学的に探

究する技能を身に付け

ている。 

物理現象について、基

本的な概念や原理・原

則を理解し、知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

授業プリントやノート

の記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

授業プリントやノート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

授業プリントやノート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

授業プリントやノート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

有効数字と指数計算  ○   a：物体の運動に関心を持ち、意

欲的に探求しようとする。 

b:有効数字、指数計算、ベクト

ルの合成・分解、物体の運動

を考察し、導き出した考えを

表現している。 

c:速度測定器を用いた実験、空

中衝突実験を行い、物理学的

に探究する方法を習得すると

ともに、それらの過程や結果

を的確に記録、整理している。 

d:物体の運動について理解し、

知識を身に付けている。 

学 習 状 況

の観察 

授 業 プ リ

ン ト や ノ

ー ト の 記

述 

探 究 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

観察・実験

の記録 

 

速さと等速直線運動 
○ ○ ○ ○ 

速度の合成・分解 

（成分表示） 

相対速度 
 ○  ○ 

直線運動の加速度 
○ ○  ○ 

落体の運動 
○ ○ ○ ○ 

力の基本、力の合成・

分解(成分表示)、力の

つり合い 

 ○  ○ 

さまざまな運動とは

たらく力、運動の法則 
○ ○  ○ 

２
学
期 

仕事 

○ ○ ○ ○ 

a:エネルギーについて関心を持

ち、意欲的に探求しようとし

ている。 

b:物体のエネルギーを考察し、

導き出した考えを表現してい

る。 

c:動滑車実験を行い、物理学的

に探究する方法を習得すると

ともに、それらの過程や結果

を的確に記録、整理している。 

d:仕事とエネルギー、力学的エ

ネルギー保存の法則について

理解し、知識を身に付けてい

る。 

学 習 状 況

の観察 

授 業 プ リ

ン ト や ノ

ー ト の 記

述 

探 究 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

観察・実験

の記録 

運動エネルギーと位

置エネルギー ○ ○  ○ 

力学的エネルギー保

存の法則 

○ ○  ○ 

波 

波の性質（位相、重ね

合わせ、定常波、自由

端・固定端反射） 

○ ○  ○ 

a:波や音、光について関心を持

ち、意欲的に探求しようとし

ている。 

b:音と波、光と波の関係を考察

し、導き出した考えを表現し

ている。 

c:気柱共鳴実験を行い、物理学

的に探究する方法を習得する

とともに、それらの過程や結

学 習 状 況

の観察 

授 業 プ リ

ン ト や ノ

ー ト の 記

述 

探 究 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

波の伝わり方（ホイヘ

ンスの原理、反射・屈

折・回折・干渉） 

 ○  ○ 

３
学
期 

音と波（３要素、性質、

うなり） ○ ○  ○ 



物体固有の振動（共

振・共鳴、弦の固有振

動、気柱の固有振動） 
○ ○ ○ ○ 

果を的確に記録、整理してい

る。 

d:波、音、光の性質を理解し、

知識を身に付けている。 

の結果 

観察・実験

の記録 

ドップラー効果 

 ○  ○ 

光の伝わり方、レンズ 

 ○  ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 


